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 要 旨   
アルコール消費者は多くの型の非ホジキンリンパ腫の発症危険性が低いという考え方を

支持するいくつかの疫学研究がある。摂取しているアルコール飲料の種類の違いに関わら

ず、アルコールを摂取しているヒトでのリンパ腫発症危険性は低い。しかし、リンパ腫の

発症を低下させるアルコールの作用機序についてはほとんど解っていない。 
低容量のアルコール曝露は哺乳類ラパマイシン標的タンパク質（mTOR）C1 複合体の形

成を阻害し、このことによって、リンパ系組織特異的な様式で mTOR 経路に関与するリン

酸化現象が減少した。リンパ腫細胞と正常リンパ細胞で、mTOR 情報伝達系の変化は転写

開始複合体に関連した eI4E の減少をもたらし、cap 依存的なタンパク質合成の抑制を導く。

異種移植モデルでの実験で、生理的な濃度のエタノールの慢性曝露はリンパ腫の発達を劇

的に阻害した。 
この研究の結果は、慢性的なエタノール曝露はリンパ細胞での mTOR 情報伝達系を阻害

して cap 依存的なタンパク質合成を抑制し、ヒト異種移植モデルでの非ホジキンリンパ腫

の腫瘍原性能力を低下させるという考え方を支持している。リンパ腫において mTOR 情報

伝達とタンパク質合成は重大な役割を果たしており、エタノールは mTOR 情報伝達を抑制

し、in vivo でのリンパ腫の発達を低下させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




